
4-1-10-3 母性内科 

 

1.概要、特色 

母性内科も5年目を迎え、診療、研究面での方向性が確立されてきたように思われる。発症年齢
に関係なく病気をもつ女性が妊娠する場合の内科的ケア、すなわち合併症妊娠の管理も重要な業務

である。若年女性に好発する甲状腺疾患・膠原病などの自己免疫疾患、慢性腎炎、若年性高血圧症

などは病気が妊娠経過・胎児発育に大きな影響をおよぼすことがあり、また妊娠・分娩がきっかけ

で母体の病気が悪化することもある。さらに妊娠中毒症のような合併症（妊娠合併症）が出てくる

と、胎児の発育に大きな影響がでる。このように「母親とこども」を健やかな状態に保持するため

に合併症妊娠・妊娠合併症の管理が大変重要である。 
母性内科単独で完結する症例はほとんどなく、合併症妊娠は産科・不育診療科・新生児科、非妊

娠時には婦人科や不妊診療科などとの連携が必要となる。また、こころの診療部に関わっていただ

く症例も決して少なくない。キャリーオーバー患者においてはもちろん主治医である第一・第二専

門診療部の先生方からのご紹介・サポートがなければ始まらない。このようにいろいろな科の先生

方、コメディカルの方々と連携して総合的な診療を展開している。 
一方、妊娠女性を内科的に診療する立場から妊娠と薬に関する問題は重要なテーマである。2005
年 10 月にオープンした妊娠と薬情報センターの構成メンバー、特に外来担当として大きく関わっ
ている。 
 

2.診療・研究活動 
2.1  母性内科外来 

まず、外来であるが、平成18年4月1日より19年3月31日まで当科外来を受診した患者はの
べ5,700人であり、17年度に比べ約2割増しであった。受診理由の主なものは合併症妊娠、妊娠合
併症である。合併症妊娠のなかでは甲状腺疾患が最も多く、次に気管支喘息であった。妊娠合併症

のうち主なものは気管支炎、高血圧、不整脈、耐糖能異常、尿所見異常であった。一方、現在は妊

娠していないが体調を整えてから妊娠に望みたいという女性に対しても内科的診療を行っている。

高血圧症、糖尿病など生活習慣病のある女性、関節リウマチ、全身性エリテマトーデスなどの自己

免疫疾患を持つ女性をはじめ健康上の様々な不安を持つ女性が利用している。この中には不妊、不

育に悩む女性も多く、該当各科と連携した診療を行っている。昨年に引き続き妊婦に対するインフ

ルエンザワクチンの接種を積極的に行った。 
また、妊娠中に耐糖能異常があった症例、産後の悪化の可能性のある膠原病を中心に産後のケア

も行っている。 
2.2 特殊外来 

母性内科では女性総合外来も担当している。これは他の項で扱うのでここでは省く。2005年 10
月から厚生労働省の委託事業として発足した妊娠と薬情報センターの外来業務（妊娠と薬外来）を

当科スタッフ全員が担当している。詳細については他項を参照されたい。 
2.3 病棟 

産科入院の症例についても内科的問題をもつ場合には併診という形をとっており、それらを含め

た母性内科担当入院患者は279名で、内訳は妊娠糖尿病などの代謝障害が102名と最も多く、妊娠
高血圧、不整脈などの循環器疾患が46名、気管支喘息などの呼吸器疾患が34名、ＳＬＥ，抗リン
脂質抗体症候群などの膠原病は 33 名と続いている。また、抗リン脂質抗体症候群の患者について
は不育診療科、産科と密に連絡を取り合いながら診療を行っていて、良好な治療成績を得ている。 
2.4 研究活動            

z 成育委託研究城班において「内科医の立場からみた成育医療推進のためのネットワーク作り」とい



うタイトルで分担研究 
z 甲状腺機能をはじめ妊娠中に特徴的な検査データの変動についての検討 
z 耐糖能障害のある妊婦の管理に関する臨床的研究 
z インフルエンザワクチンの妊婦への接種の安全性についての検討 
z 挙児希望の関節リウマチ患者に対する生物製剤（エタネルセプト）の投与に関する検討 
z 妊娠中の服薬の安全性に関しては厚生労働科学研究吉川班の分担研究として「臨床および非臨

床のデータに基づく医薬品の催奇形性のリスク分類に関する研究」というテーマで研究 
z 国立病院機構との共同研究費による「女性・母性医療の基となる病態診断・予知のための妊婦の基

準値の設定」の研究 
 

3. 研修、評価 

  毎週金曜日に研究会、抄読会、カンファランスを行っている。 

 

4. 社会的活動 

z 妊娠と薬情報センターの現況と将来の展望 世田谷区産婦人科医会 平成18年5月15日 世
田谷区医師会館 

z 挙児希望リウマチ患者さんに対するエンブレルの使用経験 第15回城南リウマチ会 平成18
年6月24日 東京医療センター大会議室 

z 妊娠中の薬剤使用に関して 大宮医師会「21会」平成１８年７月１４日 さいたま市 
z 妊娠と薬－母性内科医の立場から－ 第 151 回日産婦学会茨城地方部会例会 特別講演 平
成18年７月15日 茨城県医師会 水戸市 

z 母親の健康管理と母親への服薬指導 第 64回東京薬科大学卒後教育講座 平成 18年 7月 22
日 東京大学 東京 

z 妊娠と薬情報センター開設から1年たってー現状と課題 徳島 10月30日 
z 妊娠と薬情報センターについて 製薬協 10月17日 東京 
z リウマチ患者と結婚・妊娠・出産 あすなろの会 11月26日 東京 
z お母さんの生涯の健康を考えた支援 12月21日 千葉市 
z 挙児希望RA患者、妊婦への薬物治療 第2回最新リウマチ治療懇話会 平成19年3月9日 

東京 


